
 

 

 
 
 

「校章作成」 
校長 藤井 真仁 

 
今日も、教室をまわっていると、こどもたちから「おはようございます」「こんにち

は」の気持ちのよい挨拶が返ってきました。 
さわやかな挨拶ができるこどもは、目線が上がり、姿勢もよく、左胸につけた名札が

はっきり見えます。 
本校では、登下校中は名札をつけず、毎朝、教室に入ったらつけるようにしています。 
その名札には、校章が印刷されています。 
さて、６月１日は３３回目の開校記念日です。（平成４年４月１日 開校） 
１年前の学校だよりで、「校歌制定」について書きました。 
１年前に校長室の書庫で見つけた「要保存」の箱には、「校歌制

定審議会（重要）」のファイルとともに、「校章関係綴」や「原画（保
存）」などが収められていました。 
原画の下方には、「作者 中村善之助」（初代校長）、「平成５年７

月２６日 校章選定委員会で確定」「平成５年９月２６日制定（第２
回運動会開催日）」と記されています。 
この他にも、「校章選定委 第１案 第２案（平成５年７月２１日

現在）」（１７の図案から２つに絞ったようです）や「ＰＴＡだより
『時計塔』第５号（発行日 平成 5.11.27）」など、関係資料が綴ら
れていました。「時計塔」から、一部抜粋します。 
 
「校章作成をふりかえって」  校長 中村 善之助 
 第２回運動会が･･･盛大に開催されました。この日は、また、校旗がポールに高々と
ひるがえり、地域の皆様に校章を紹介した日（制定日）でもありました。 
 ･･･児童・全教職員の予備調査で、本校のイメージにふさわしい花として、第１に挙
げていた桜（第２ 花みずき）を図柄に選定しました。 
･･･大きな花びら全体の形は、力強く立つ現在の児童の姿を、小さな花びら５つは、

後に続く児童の姿を表しています。文字のまわりの輪は、北を図案化したものです。 
 
また、「花びらがカッコイイ」「北というところが工夫してある」などの児童の感想も

掲載されていました。 
校章は、学校の象徴です。校章には、制定した当時の人々の思いや願いが込められて

います。花崎北小学校で生活する私たちが校章を大切にし、日々、勉強や運動に全力で
取り組むことで、保護者・地域の方々から応援してもらえる学校を創っていきます。 

 

花崎北小学校だより 
学校教育目標「かしこく やさしく たくましく」 
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今日も国旗、市旗とともに、中央に校章が配置された校旗が、薫風に はためいています。 


